
に
思
ふ
、
』
と
語
っ
た
。

〔の
〕

上
野
る
東
京
美
術
學
校
の
西
洋
聾
科
で
は
、
今
回
其
組
織
を
改
め
て
数
室
制

度
と
な
し
愈
此
の
新
學
期
か
ら
宜
行
す
る
事
に
な
っ
た
、
従
来
の
洋
甕
科
は

各
年
級
に
従
っ
て
受
持
教
師
を
定
め
一
年
長
原
孝
太
郎
、
二
年
和
田
英
作
、

三
年
藤
島
武
二
、
四
年
及
卒
業
期
を
黒
田
清
輝
氏
等
の
各
教
授
連
が
受
持
つ

て
居
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
三
年
以
上
を
限
り
赦
室
制
度
に
な
し
、
各
生

徒
は
己
れ
の
好
む
数
室
に
入
り
己
れ
の
選
ん
だ
師
に
就
て
學
ぶ
事
が
出
来
る

の
で
あ
る
、
赦
室
の
敷
は
三
つ
に
分
れ
従
来
闘
案
科
に
居
た
岡
田
三
郎
助
氏

が
入
っ
て
岡
田
、
和
田
、
藤
島
の
三
赦
室
が
出
来
、
黒
田
教
授
は
研
究
科
を

受
持
ち
傍
ら
縮
て
を
統
一
す
る
事
に
な
る
、
右
に
就
い
て
正
木
〔
直
彦
〕
校

長
は
『
従
来
は
非
常
に
ま
ち
／
＼
で
あ
っ
て
多
少
の
非
難
も
あ
っ
た
が
、
今

後
赦
室
制
度
に
な
れ
ば
赦
授
上
に
も
統
一
さ
れ
生
徒
に
は
大
愛
便
利
で
あ

る
、
数
室
は
分
れ
て
も
競
技
は
一
慮
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
数
授
逹
は
却

て
苦
し
い
理
で
あ
る
誰
の
赦
室
が
多
い
か
分
ら
ぬ
が
或
は
親
切
で
あ
る
か

ら
多
い
慮
も
あ
ら
う
し
、
作
品
の
優
秀
な
黙
か
ら
生
徒
の
殖
え
る
慮
も
あ
ら

う
、
中

々
面
白
い
現
象
を
見
ら
れ
る
事
と
思
ふ
、
外
の
組
織
の
案
も
あ
っ
た

が
、
自
由
に
己
れ
の
好
む
師
に
就
く
事
が
出
来
る
と
云
ふ
の
が
一
番
い
4

様

教
室
分
け
に
よ
る
各
教
室
の
生
徒
数
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
よ

り
数
年
後
、
十
数
年
後
の
生
徒
た
ち
の
発
言
に
よ
れ
ば
特
に
藤
島
教
室
に
生
徒

が
多
く
集
ま
り
、
大
き
く
身
動
ぎ
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
の
と
き
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
（
『
東
京
美
術
学
校
の
歴
史
』
桑
原
実
監
修
、
磯
崎
康
彦

・
吉
田
千
鶴
子

著
。
昭
和
五
十
二
年
、
日
本
文
教
出
版
）
。

西
洋
画
科
に
倣
い
、
彫
刻
科
も
三
年
後
に
人
事
刷
新
が
行
わ
れ
た
の
を
機
に

③
 

第
四
年
結
城
素
明
教
授

卒
業
期
松
岡
映
丘

研
究
科
結
城
素
明

教
室
制
を
採
用
す
る
。

し
か
し
、
日
本
画
科
は
次
に
述
べ
る
よ
う
に
教
室
制
を

学
年
制
に
改
め
る
と
い
う
反
対
の
改
革
を
行
な
っ
た
。

②

日
本
画
科
の
学
年
制

西
洋
画
家
の
改
革
と
時
を
同
じ
く
し
て
日
本
画
科
も
大
正
七
年
九
月
に
教
授

法
を
改
革
し
た
が
、
そ
れ
は
従
来
の
教
室
制
を
改
め
て
学
年
制
に
す
る
と
い

う
、
西
洋
画
科
と
は
反
対
の
改
革
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
に
よ
り
各
学
年
の
担

任
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

予

備

科

交

代

第
一
年
篠
田
柏
邦
助
手

第
二
年
小
泉
青
堂
助
教
授

第
三
年
松
岡
映
丘
助
教
授

寺
崎
広
業
、
小
堀
輌
音
、
川
合
王
堂
の

三
教
授
は
平
等
に
各
学
年
を
指
導

す
る
。

な
お
、
同
科
は
こ
の
年
の
十
一
月
に
主
任
教
授
の
寺
崎
広
業
が
辞
職
し
て
翌

十
二
月
川
合
玉
堂
が
主
任
と
な
り
、
ま
た
、
松
岡
映
丘
が
教
授
に
昇
格
す
る
な

ど
の
人
事
異
動
が
あ
っ
た
。

彫
刻
科
の
卒
業
制
作
補
助
費

大
正
七
年
九
月
二
十
八
日
の
彫
刻
科
教
官
会
議
で
は
次
の
こ
と
が
検
討
さ
れ

こ。f
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（
「
虹
明
治
四
十
四
年
年
且
教
官
会
議
関
係
書
類
呼
」
に
よ
る
。）

卒
業
製
作
二
関
ス
ル
件

一
、
木
彫
及
牙
彫
部
ハ
従
来
通
リ
補
助
費
ヲ
給
シ
其
製
作
品
ハ
学
校
ノ
所
蔵

二
、
塑
造
部
ハ
従
来
ノ
補
助
法
ヲ
止
メ
日
、
西
両
科
同
様
自
費
ヲ
以
テ
製
作

セ
シ
メ
優
秀
ノ
モ
ノ
ノ
ミ
石
膏
二
取
ラ
シ
メ
買
上
グ
ル
モ
ノ
ト
ス

右
ニ
ッ
キ
卒
業
製
作
展
覧
会
ヘ
ノ
出
品
ハ
粘
土
ノ
マ
、
ニ
テ
差
支
ナ
キ
コ

ト
ナ
ル
モ
成
ル
ベ
ク
自
費
ヲ
以
テ
石
秤
ニ
ス
ル
コ
ト
ヲ
奨
励
ス
ル
コ
ト

三
、
附
記

粘
土
ノ
マ
、
ニ
テ
ハ
重
量
ノ
関
係
上
二
階
へ
運
搬
困
難
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
製

作
室
ヲ
展
覧
会
ノ
陳
列
場
ト
ス
ル
コ
ト
、
従
ッ
テ
其
製
作
室
ハ
尚
ホ
考
究

ヲ

要

ス

右

た
だ
し
、
こ
れ
よ
り
直
ち
に
従
来
の
塑
造
部
生
徒
に
対
す
る
一
人
当
た
り
二

十
五
円
の
補
助
費
支
給
が
停
止
さ
れ
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

日
本
画
旧
派
の
攻
撃

本
学
所
蔵
「
従
大
正
元
年
意
見
書
類
庶
務
掛
」
に
「
美
術
問
題
二
付
先
決
ヲ
要

ス
ル
件
二
関
ス
ル
答
弁
」
と
題
す
る
文
書
が
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書

は
大
正
七

S
八
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
画
旧
派
の
本
校
日
本
画
科
攻

撃
と
本
校
の
対
応
の
さ
ま
を
如
実
に
示
す
資
料
で
あ
る
。
内
容
を
紹
介
す
る
に

先
き
立
っ
て
、
こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ
て
お
き
た

ト
ス

氏
は

本
校
の
日
本
画
科
は
本
校
創
立
以
来
日
本
画
の
革
新
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
歩

ん
で
き
た
。
明
治
三
十
一
年
岡
倉
覚
三
校
長
と
日
本
画
科
中
枢
部
全
員
の
辞
職

に
よ
っ
て
そ
の
教
育
方
針
は
一
た
び
大
き
く
揺
ら
い
だ
が
、
正
木
直
彦
校
長
に

よ
る
教
育
体
制
立
て
直
し
が
図
ら
れ
た
後
は
種
々
問
題
を
抱
え
つ
つ
も
や
は
り

新
し
い
作
風
の
開
拓
を
モ
ッ
ト

ー
と
し
て
き
た
。
明
治
四
十
年
に
開
設
さ
れ
た

文
展
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
は
新
し
い
作
風
の
展
開
を
奨
励
す
る
方
針
が
と

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
美
術
協
会
系
の
旧
派
画
家
た
ち
は
憤
憑
を
つ
の

ら
せ
、
政
府
の
日
本
画
奨
励
方
針
は
純
正
の
日
本
画
法
を
撲
滅
す
る
も
の
で
あ

る
と
し
て
し
ば
し
ば
政
治
的
策
謀
を
用
い
て
文
部
省
に
圧
力
を
加
え
た
。
そ
の

一
例
が
次
の
明
治
四
十
四
年
三
月
十
六
日
の
貴
族
院
に
お
け
る
文
部
省
攻
繋
で

あ
る
。

請
―
帝
闊
議
會

＠
貴
族
院
（
三
月
十
六
日
）

午
前
十
時
開
會
諸
般
の
報
告
後
徳
川
議
長
は
近
時
本
院
に
不
幸
相
績
く
は

宜
に
痛
歎
の
至
な
る
が
今
又
議
員
宮
島
誠
一
郎
君
逝
去
の
報
に
接
せ
り
と
て

〔
彰
〕

弔
詞
を
附
る
の
件
を
諮
り
然
る
後
議
長
は
馬
屋
原
二
郎
氏
を
磨
け
り

綸
聾
奨
動
に
闊
す
る
政
府
の
方
針

に
就
て
質
問
す
る
所
あ
り
其
の
要
は
本
邦
縮
聾
の
特
色
は
誠
宜
に
基
き
質

力
精
神
の
修
捉
充
足
せ
る
黙
に
在
り
然
る
に
近
来
の
有
様
多
く
は
窺
生
的

俗
模
に
流
れ
誠
宜
の
精
神
無
く
浮
華
軽
桃
胤
脈
に
陥
り
以
て
綸
聾
の
本
色
を

失
ふ
に
至
た
れ
る
は
識
者
の
慨
歎
に
堪
へ
ざ
る
所
な
れ
ど
も
文
部
省
が
主
管

せ
る
美
術
展
覧
會
に
於
け
る
審
査
委
員
會
は
質
に
美
術
奨
動
の
機
閥
な
る
に

拘
ら
ず
其
の
審
査
往
々
優
劣
を
定
む
る
の
標
準
を
知
る
能
は
ざ
る
も
の
あ
り
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